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小川正著
『教育新生への視座』
（関西大学出版部・ 9月25日発行 2,500円）
本書の著者は、 80年代の後半から、それまで
の授業研究に加えて、教育を再生ないし新生さ
せるための、近代を超克する知のありようの問
題について、精力的に研究されている。本書は、
そのプロセスの中で、前著『教育的真実の探求』
（自家版、 1987)、『教育人間学への道』（自家版、
1989)に続くものである。
教育学はいうまでもなく、教育という個々の
人間の行う、あるいは行ってきた実践的な営み
を意義づけ、その営みの未来への展望を示すも
のである。ところが、今までの多くの教育学が
依拠しようとしてきた近代科学に代表される優
勢な学問の体系は、技術と結びついて発展して
きたという、その実践的な性格にも拘わらず、
人間が「実際に生きている」という「生の有り
様」を、その根底から十分にはとらえきること
ができないのではないかという疑念が、これま
でから、様々な形で出されてきた。近代の科学
技術の前提となっている世界像は、認識や行為
主体の前に対象世界として、客観的実在（実体）
が存在しているというものであり、そこでの学
問的な探求とは、そのさまざまな様相を、いわ
ば機械的に、いかに精緻に解き明かすかという
点に修練されてきた。しかし、人間の営みはそ
のいわば括弧にくくられた主体のありようその
ものも包み込むものであり、近代の「主体ー客
体」という限定された図式では、自ずから限界
が生じるのである。従って、教育学が真の意味
での教育学となるためには、こうした限界を自
覚した上で、それを克服する論理が求められな
ければならない。本書では、そのための足がか
りを、西洋の思想ではなく、日本の戦前のオリ
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ジナルな哲学思想、とくに、西田幾多郎、三木
清、九鬼周三らの著作に求め、そこから教育新
生のため学びうるものを抽出する作業が精力的
に行われている。また、同時に、著者がこれま
で多くを学んできた上田薫の所説が絶えず参照
され、上記の哲学者の業績との比較検討が試み
られている。
本書ではとりわけ、西田幾多郎の著作から、
他の様々な西田哲学の研究者の解釈が引き合い
に出されながら、新しい「教育の論理」を抽出
しようという果敢な努力が行われている。ここ
で評者自身の問題関心からコメントすれば、わ
れわれが依って立つ世界の中で、自己が形成さ
れ、なおかつ、そうして形成されている世界を
どのように形成し直していくことができるのか
というプロセスと、その論理を明らかにしてい
くことが、教育学の最大の関心事であることに
異存はない。そして本書にある通り、竹内良知、
中村雄二郎、鈴木亨などの指摘にある、西田哲
学が明らかにしようとした絶対者と人間との関
係を、現実の歴史的過程の文脈の中でどのよう
に展開し得るのかが、焦眉の問題となるだろう。
この点について、本書では、中村雄二郎と鈴木
亨の新たな視角が評価されている。これらの議
論はいずれも評者にとっても魅力的なものであ
る。そしてこうした議論の考究は、教育現場の
具体的な営みとのやりとりのなかで深められ、
豊富化されるはずである。本書からわれわれが
学ぶことは、このような哲学的な営為の射程を
自分自身の生活や教育のなかで確証することの
手がかりを、各人が見いだすであろう。
（山本冬彦）
